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ユリノキ材活用に関する調査研究  
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日田産業工芸試験所◎革大分県林業試験場  
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広葉樹施策における有望種の一つとして選ばゎた，ユリノキの利用を検討するためにキ萌芽及び成長量について調査を  

行っている勺 また，木材としての材料特性を明らかにした上で，建築部材，家具，工芸品の開発を行った．得られた結果  

は，以下の通りである．   

一例ではあるが∵首切り時の根元直径と，台切り後m一年の伸長量には，ほとんど相関が無い事例が得られた．またユリ  

ノキの既存林分の成長量は，林齢が18年生でほ」奉計高が杉の約2倍に達する事例が得られた．   

大分県産のユリノキの曲げヤング係数は，大分県産のスギの窮＝．5倍，北米産のユリノキの約0．7倍であることが分か  

った．塗装は，木地仕上げと，白木仕上げが適していることが分かった。   

以上のようなユリノキの木材としての材料特性を考慮して，フこトーリング材由食卓セット。曲げ木盆魯デスクウェアー  

及び銘々皿を試作した。材料特性を考慮して使用すればインテリア用品に利用できることが分かった．  

Rbstract  

王twasi隻1VeSi苫gaほdthaもthecopp呈CeSamd【hegro、キ′yjngamo皿tOデthe乞山王pけeerOreXamininぎ亡Ouとi盲ize乞hetulipもree・Because  

汗ば1diptreewasse苫ec‡edasoneoFもhemostpromisingspeciesinαはPreデectui■e†sllarぬ’00dpoiicy・Aたa旭eoデーheⅥ，00dasan  

in血s汀ia見materlaibadbeenexaminedandi【wasskiユ酌量y uti旦izedasbuildingmaほrials，f、urn血㌻e，andindus汀宣alarts・  

盲n‡h宣scase，thediameteroでthebaseくうでとheste汀用′herl孟t斌7aS‡m苅Catedha（呈扇mostno relationtotheheight即（）Ⅶてham（う閻t Oぎ  

てhestemd血ngとheわ且iow7ingoneye払jモ斌raSPrOV－ed乞hatheighもOデモ涙iptree’sma旭Itya仁汗ばageOFi8皇snea再，掬うceas門1uCh  

as亡ha乞OFsug盲．  

Yoほmg’smo血ユus宣nbend主ng（財わg）く）デ紅わe功をa■stdipもreeとばnedoutabouti。5tiiう1eSaSreSi！ienモaSをhe曳瑠OEoざとhe摘ta’ss埋i  

げ掬坤賄拍朽廃朋ぬほ．Dom）amdabnuこ0▲7乞ImeSaSreS≦雇主em仁aS舶MO監0でtheNorthÅmehca’s乞u王室pけeeq  

Asでorpaln亡ing、na‡ura亘coiorandplain colorぎin主sh筒∫erebesこねrthetuiip乞㌻ee・  

∠包saresult，鹿Foi皇0隕7ing thimgs we陀eXPerimenta！呈〉7PrOduced§uChasriくJOrinぎSq dininぎ【ab苫esヮbendingけaies，desk駈′areSetS－  

ands㌻naijind主もri血alp亘a乞es．  

生産＆植栽及び成林状況について調査を行いp 青春方法  

を解明する．また木材としての材料特性を明らかにした  

上で，建築部材ラ 家具，二工芸品等のインテリア′弼品の弼  

途開発を試みて。木材利用の可能性について検討した．  

1 はじ乾・に   

大分県の森林にさまタ スギ。ヒノキなどの針葉樹が主に  

植栽されてきた．しかし台風災害後の広葉樹施策で，有  

望種の】一一つとしてユリノキが選ばれた。この樹種は，成  

長が早く，通直性があり，萌芽する等の植栽上の利点が  

数多く有ると言われている。毎年，全団で2万本程度植  

栽され，大分得では現在まてに5プ了本程蜜縫栽されてい  

る，大分県の森林面積は約45万‡1aで，ユリノキは拍a  

あたり2千本の疎植を行っている．将来この樹種が成長  

し伐採期になり，木材市場に出回ることが予想される．  

現時点では，その木材の材料特性が明らかでないため，  

有効な活踊方法を想定することが難しい．そこで，苗木  

二 ．ミ：二ご   

2さ1圏内や大分県内での経基状況調査  

2。1．7 成長量試験   

場在日田市内において，5年～17年生の造林地を対  

象に6林分を調奮率である．調査内容は成長量（樹高①胸  

高直径），活着率，形態（根曲りひ幹裾つ），本数である．  
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着剤の圧縮せん断接着強さ試験方法」に準拠して行った事  

接着試験は，酢酸ビニル樹脂エマルジョン接着剤（CH18：  

コニシ株式会社）を使って試験を行った．試験機は，静荷  

重材料試験機（‡NSTRON社製5568型，50kN）を使用したも  

また，強度試験を行うためユリノキ村とスギ材で椅子モ  

デルを製作した∴試験方法は「JISSlO28 木製事務用い  

す」の7．5。2の背部強度試験の方法で，現在背部の変位を  

測定している  

2．4 曲芸プ奉加工通性試験   

大分県産のユリノキ材を蒸煮法で軟化処理を行い，ト  

ーネット法による曲げ木加工試験を行った．  

2．4．1 供試材   

供試材の気乾比重は 0．48～0．53，含水率は、＝．00～  

i3，00％に調湿したものを使用した．試験片の寸法は10  

×20×350（min）として和本作製した．  

2。4．2 曲率半径   

今回の実験では曲率半径を5段階（50て5、100，150⊂200  

（mm）R）とした．また加工部材の実態寸法の算定基準とし  

て，曲率半径と材厚から曲げ比率を算出した．曲げ比率  

＝R／′T（曲率半径：R．材厚：T）である．  

2．ヰ．3 酸化処理   

木材の曲げ加工を容易に行うために，前処理として軟  

化処理を施した，軟化条件は含水率20％以上ノ師恩試℃  

以上を目安として実施した．まず一 誌験片は1時間以上  

蒸煮した後，そのままの状態でま8時間浸演を行い，高含  

水率になるようにした．高含水率化した試験片は，所定  

の寸法（350nlnl）に切断した後，水分が蒸発しないように  

サランラップで包装して，マイクロ波照射亡照射時間1舗  

を行った．その時の試験片の温度は1〔氾℃以上である。  

之．考．名 曲げ加工業敬   

軟化処増した試験片は．マイクロ波照射後直ちに曲げ  

治異（帯鍬に取り付け。内型治具にセットLて，中央部を  

クランプで毎夏Eした後，手動で中央部かち徐々に両サイ  

ドに曲げ加工を行った．曲げ木加工の手順として、大き  

い曲率半径i200→150→引力→75→50（R））から順番に行な  

2．S  S  7，5  10  
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三．1．2 台坑り試験   

根曲がり¢幹曲がりの著しい個体について，直幹確保  

のため，地際より断幹する台切り試験を黒江市内2カ所  

で実施中であるb そして，台切時の根元直径と台切後1  

年間の伸長量の関係を求めた。   

2≠1鱒3 樹幹解析による成長予想と，今後の植栽計画   

樹幹解析による結果からき収穫量を予測し，今後年間1  

万ポ程度の素材を継続的安定的に供給するための造林計  

画及び造林の採算性について検討中である．   

2．2 輪ゑ輯の状況調査   

数年前から，国内で建築用材や家具用材として利用さ  

れている，輸入ユリノキ泉射北米柳の輸入量や利用状況等  

について，臼田市内の家具製造販売会社（1社）と佐賀県諸  

富町の輸入商社（i社）から聞き取り調査を行った．  

2。3 基礎樹糾鴇性試験   

大分県産のユリノキ材の基礎的な材料特性を把握する  

ために，平均年輪幅夕含水率の測定，収縮率試験や曲げ  

試験℡縦圧縮試験。硬さ試験¢せん断試験及び縦圧縮せ  

ん断接着強さ議験を行った。また，縦圧縮試験謡曲げ試  

験は他の樹種との比較を行った．樹種は，大分県産のユ  

リノキけ血感涙ね用項坤如Linユ1．）辺材，18年生。  

北米産のユリノキ心材一北米産のユリノキ辺材盛大分県  

産のスギ（Cr〉宰0用erjβJゆ∽jc∂D．Don）ゐゴムノキ  

塵ソe∂わrasjブ融5j5九蟻elま 一Arg．）巨クヌギ（釦肌闇  

凱㍑潰せ封五ほCa汀uthr）及びナラ（伽ercusノア】ロ召gOJjC∂Fisch  

、  

方法は「J‡SZ－2101大村の試験方法」及び「JIS－K－6852接  
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る途中である。ここではその一例としてF主g。互に台切時  

の根本直径と台切後一ケ年の伸長量の関係を示す．また  

ユリノキの既存林分の成長量は，林齢が18年生では，樹  

高が杉の約2倍に達する事例が得られた．  

3．2 輸入材の状況調査結果   

輸入榔′ま主に米国から輸入され，チューリップウッ  

ド。イエローポプラあるいはホワイトポプラとして入荷  

しており，名称や材種が混用されていた．Tablelに近  

年の輸入量を示す。米材広葉樹の中では，比較的輸入量  

が多い方で，全体のi5～20％を占めていたが，現在は減  

少傾向にあった．   

家具用材としては，7万円～9万円／汀fで取引され，  

主にテーブル天板・脚部材。及びソファーの肘木部に利  

用されていた．   

3．3 基礎材料特性   

Tab量e2に樹高2mの部位の材の平均年輪幅と生材含  

水率を示す．スギよりも年輪幅が広く，成長が早いこと  

がわかる．   

Table3に全収縮率を示す。スギの全収縮率は，接線  

方向で6．5％，半径方向で3％といわれているので】1，大分  

県産のユリノキの全収縮率とはぼ同じことが分かった．  

また心材部のほうが辺材部より収縮率が小さい。これは  

心材部には疎水性の心材物質が含まれ 又髄付近の材は  

未成熟材で比重が小さいためと思われる′2）．一般に比重の  

小さい材ほど収縮率は小さい．   

Fig，3に曲げ試験結果を示す．大分県産のユリノキの  

曲げヤング係数は，大分県産のスギの約1．5倍，北米産  

のユリノキの約○て倍であることがわかる。大分県産の  

ユリノキの曲げヤング係数が，北米産のそれより小さい  

のは，大分県産のユリノキは18年生であり仁材が未成熟  

材のためと思われる．縦圧縮試験の試験結果も同様であ  

った．  

Tabie 6 Measurernent caior value of natural color finish 

（30？乙G10SS）  
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い，その時の曲げ木の状態（曲げの難鼠座屈やせん断破  

壊の状態等）を判定した．曲げ木加工した試験片（最少曲率  

半径50R）は，内型治具に取り付けたままで，熱風乾燥（温  

度∽～輸℃で8時間処理）を行って，形状を固定した．  

2．5 表面処郵塗装性）試験   

大分県産のユリノキ材に各種木材塗装を行い，その塗  

装性を検討するとともに，木地仕上げ（3部つや）の表面色  

を測色した．  

2．6 インテリア用品の用途開発言式験   

建築部材として突き板張りフローリング材を，木製家  

具として食卓セットを，工芸品としてデスクウェアー及  

び曲げ木盆を試作した．  

3白 結果及び考察  

3．1 園内や大分県内での植栽状況   

現在，大分県林業試験場で，3ケ年の調査を行ってい   

Tab王e4Resu呈t o喜一hardness  

Q喜すr QST （∋ES FN  

Number of experiment 12 12   12   12  

Mean（N／mポ）  6．6  6．7  3．1 2i．9  

Standard deviation O．72  0．80  0．29  2．58  

Legend：QHT：QuartersawngrainoftheheartwoodofOita’s  

tuliptTee，QST：Quartersawngrainofthesapwood  

Oぎ0皇は’st山ip仁ree，QES：Quartersawngrainor  

theearlywoodofOita’ssugi，FN：Fiatgra血of  

nara  

L＊ a＊  b火  Marks  

Sapwood 83・6－→ ＝拍・9恥n－〉e】iowrish white to grayish  
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材部では毛羽が立ち易く着色むらも起き易いことが分か  

った．またオイルフィニッシュや摺り漆が適さないのは，  

ユリノキが散孔材で道管が目立たないためである。   

3．6 インテリア用品の試作   

突き板張りフローリング材を1種（2000×1∞×10mm），  

食卓セットを2種（テーブル（1500×900×670mm），椅子  

4脚（400×430×840mm），デスクウェアーを3種（400×  

100×30mm），曲げ木盆を4種（¢335×30mm〉試作した．  

インテリア用品の試作の一例として，Fig3に試作した  

食卓セット Fig4にデスクウェアーを示す．食卓セッ  

トの開発コンセプは以下の通りである．  

・木目が不明瞭で白地という安価なイメージのある素材  

を着色塗装技術や配色計画により，高級感の感じられる  

製品にイメージアップさせるための試行を行った．  

・和の空間や洋の空間など，様々なシチュエーションに  

あわせやすい，水平・垂直線を基調としたシンプルなフ  

ォルムとそのフォルムを強調し，部材を接合の収まりを  

良くするための鋸目による表面分割をスタイリングの特  

徴とした．  

・材料取りの効率を高めるために，部材断面形状の共通  

化を図った．  

・既存家具とも単品で組み合わせられるよう，一般的な  

木製家具における標準サイズを使用した丘  

・材料コストを抑え，転勤の多い日本の社会事情を考慮し  

て重量を軽減するため，面積の広い部位には突き板を使  

用しフラッシュ仕上げを行った．  

Fig・3Ut皇Iizeddiningtabel  

Tabie4に硬さ試験の結果を示す．スギ材よりは固い  

材であるが，テーブルの天板になどに良く使われる，ナ  

ラ材よりやわらかい一 またアカマツ材で13N／m琉ブナ材  

で14N／mポといわれているので㌣ インテリア用品に活用  

するには，用途が限定される．   

次にせん断試験の結果は以下の通りであった．試験体  

数16，平均値7．5N／m琉標準偏差0．66であった．また試  

験材料の密度と含水率はそれぞれ0．44g／Cポ，8．0％であっ  

た．平均値の値はスギのそれと同程度である．   

圧縮せん断接着強さ試験の結果は以下の通りである．  

試験体数i9，平鞘直i4．2N／mポ，標準偏差i．19，木部破  

壊率95％であった．試験材料の密度と含水率はそれぞれ  

0．44g／C漬，8．0％であった。接着性の良い材と考えられる．   

3．4 曲げ木加工適性   

5段階の曲率半径の試験材（50て5，100．150．200（mm））全  

てにおいて曲げ加工の成功率は100％であった。曲げ加  

工に適する材料と考えられる．  

3．5 表面処理（塗装性）   

Tab旦e5に表面処理（塗装性）を，甘ab星e6に木地仕上  

げ（3部つや）表面の測色値の一例を示す．   

辺材部と心材部とでは区別が明瞭で木琴は通直である  

とともに，塗料や着色剤の吸い込みが著しく異なり，辺  

4． まとめ   

ユ1」ノキはスギ・ヒノキに跨るとも劣らない（木材とし  

ての質感は別として）材料と言えるとともに，その材料特  

性を考慮して使用すればインテリア用品に活用ができる  

ことが分かった．  
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